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ス
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リ
ー

ニ
ン

グ
(
S
c
r
e
e
n
i
n
g
)

(
S
c
r
e
e
n
i
n
g
)

(
S
c
r
e
e
n
i
n
g
)

(
S
c
r
e
e
n
i
n
g
)
と

は
？

「
迅

速
に

実
施

可
能

な
検

査
，

手
技

を
用

い
て

，
無

自
覚

の
疾

病
ま

た
は

障
害

を
暫

定
的

に
識

別
す

る
こ

と
」

(T
h
e
 C

C
I 

C
o
n
fe

re
n
c
e
 o

n
 P

re
ve

n
ti
o
n
 A

sp
e
c
ts

 o
f 
C

h
ro

n
ic

 
D

is
e
as

e
, 
1
9
5
1
)

集
団

を
対

象
に

す
ば

や
く
実

施
可

能
な

方
法

で

暫
定

的
に

識
別

（
目

的
）

疾
病

の
早

期
発

見
，

早
期

治
療

＝
二

次
予

防

あ
る

疾
病

の
ハ

イ
リ

ス
ク

群
の

検
出

＝
一

次
予

防

集
団

の
特

性
の

把
握

「
集

団
診

断
」

ペ
ー
ジ
 1
 

S
li
d
e
 2

2
0
0
7
年

4
月

1
6
日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
実

施
の

原
則

(
1
)

(
1
)

(
1
)

(
1
)

(
W
i
l
s
o
n
 
J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
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J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
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1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
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J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
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G
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1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
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J
M
G
 
a
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u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

1
.目

的
と

す
る

疾
患

が
重

要
な

健
康

問
題

で
あ

る
•

そ
の

疾
患

の
頻

度
が

高
い

（
e
g.

 
が

ん
検

診
）

•
緊

急
な

対
処

が
必

要
（

e
g.

 
新

生
児

代
謝

異
常

検
査

）

2
.早

期
に

発
見

を
行

な
っ

た
場

合
に

，
適

切
な

治
療

法
が

あ
る

•
治

療
法

が
な

い
と

「
負

の
ラ

ベ
リ

ン
グ

効
果

」
（
例

外
あ

り
）

3
.陽

性
者

の
確

定
診

断
の

手
段

，
施

設
が

あ
る

4
.目

的
と

す
る

疾
病

に
潜

伏
期

あ
る

い
は

無
症

状
期

が
あ

る

5
.目

的
と

す
る

疾
病

に
対

す
る

適
切

な
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

検
査

法
が

あ
る

•
「
適

切
な

」
は

，
費

用
や

判
定

に
要

す
る

時
間

も
含

む

ペ
ー
ジ
 2
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：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
実

施
の

原
則

(
2
)

(
2
)

(
2
)

(
2
)

(
W
i
l
s
o
n
 
J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
n
 
J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
n
 
J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

(
W
i
l
s
o
n
 
J
M
G
 
a
n
d
 
J
u
n
g
n
e
r
 
G
,
 
1
9
6
8
)

6
.検

査
方

法
が

集
団

に
対

し
て

適
用

可
能

で
，

受
け

入
れ

や
す

い

7
.目

的
と

す
る

疾
病

の
自

然
史

が
わ

か
っ

て
い

る

8
.患

者
，

要
観

察
者

に
対

す
る

追
跡

fo
llo

w
-
u
p

シ
ス

テ
ム

が
確

立
し

て
い

る

9
.ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

事
業

の
費

用
ー

便
益

が
成

立
す

る

1
0
.ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
意

味
，

内
容

が
受

診
者

に
周

知
さ

れ
て

い
る

•
過

度
な

期
待

を
し

な
い

•
不

要
な

争
い

を
避

け
る

ペ
ー
ジ
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2
0
0
7
年

4
月

1
6
日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

評
価

(
1
)

(
1
)

(
1
)

(
1
)

有
効

性
（
感

度
，

特
異

度
）
と

信
頼

性
（
再

現
性

）
，

迅
速

性
，

簡
便

で
安

価
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

有
効

性
の

中
で

は
，

一
般

に
，

陽
性

と
な

る
人

を
精

密
検

査
す

る
た

め
の

前
段

階
と

し
て

行
う

の
で

，
感

度
が

高
い

ほ
う

が
い

い

有
効

性
を

評
価

す
る

に
は

確
定

診
断

（
臨

床
診

断
あ

る
い

は
既

に
確

立
し

て
い

る
G

o
ld

 S
ta

n
d

の
検

査
法

に
よ

る
）
が

必
要

感
度

(s
e
n
si

ti
vi

ty
)=

p
o
si

ti
ve

 i
n
 d

is
e
as

e
特

異
度

(s
p
e
c
if
ic

it
y)

=
n
e
ga

ti
ve

 i
n
 h

e
al

th
と

覚
え

る
と

い
い

。

　
　

　
　

陽
性

　
　

　
　

陰
性

疾
病

　
  

a 
  
  
  
  
  
  
b

正
常

  
  

c
  
  
  
  
  
  
 d

感
度

＝
a/

(a
+
b
)

特
異

度
＝

d
/
(c

+
d
)

ペ
ー
ジ
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2
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0
7
年

4
月

1
6
日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

評
価

(
2
)

(
2
)

(
2
)

(
2
)

陽
性

反
応

的
中

度
は

，
そ

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

方
法

の
感

度
，

特
異

度
の

ほ
か

，
対

象
と

な
る

集
団

に
お

い
て

疾
病

の
人

が
ど

れ
く
ら

い
い

る
か

，
す

な
わ

ち
有

病
割

合
に

依
存

　
　

　
　

陽
性

　
　

　
　

陰
性

疾
病

　
  

a 
  
  
  
  
  
  
b

正
常

  
  

c
  
  
  
  
  
  
 d

陽
性

反
応

的
中

度
(p
re
d
ic
ti
v
e
 v
a
lu
e
 p
o
s
it
iv
e
)
＝

a/
(a

+
c
)

信
頼

性
は

，
検

査
再

検
査

信
頼

性
(t

e
st

-
re

te
st

 r
e
lia

b
ili

ty
)
，

施
設

間
差

(i
n
te

r-
in

st
it
u
te

 d
if
fe

re
n
c
e
)
が

小
さ

い
こ

と
，

測
定

者
間

差
(i
n
te

r-
ra

te
r 

d
if
fe

re
n
c
e
)
が

小
さ

い
こ

と
な

ど

te
st

-
re

te
st

 r
e
lia

b
ili

ty
は

，
同

じ
対

象
者

に
同

じ
検

査
を

し
た

と
き

に
結

果
が

一
致

す
る

こ
と

。
κ

係
数

＝
実

際
の

一
致

率
と

偶
然

の
一

致
率

の
差

を
，

１
と

偶
然

の
一

致
率

の
差

で
割

っ
た

値
。

完
全

一
致

の
と

き
1

，
偶

然
の

一
致

と
同

じ
と

き
0

，
そ

れ
以

下
で

負

ペ
ー
ジ
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2
0
0
7
年

4
月

1
6
日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

評
価

(
3
)

(
3
)

(
3
)

(
3
)
～

R
O
C

R
O
C

R
O
C

R
O
C

R
O

C
は

，
R

e
c
e
iv

e
r 

O
pe

ra
ti
n
g 

C
h
ar

ac
te

ri
st

ic
の

略
語

。
普

通
，

R
O

C
曲

線
と

い
う

形
で

使
わ

れ
る

日
本

語
で

は
受

診
者

受
診

者
受

診
者

受
診

者
動

作
特

性
曲

線
と

い
う

訳
語

が
つ

い
て

い
る

教
科

書
と

，
受

信
者

受
信

者
受

信
者

受
信

者
動

作
特

性
曲

線
と

い
う

訳
語

が
つ

い
て

い
る

教
科

書
が

並
立

し
て

い
る

が
，

R
O

C
が

何
の

略
で

あ
る

か
を

明
示

し
て

「
R

O
C

曲
線

」
だ

け
を

掲
載

し
て

い
る

本
も

増
え

て
き

た
。

日
本

疫
学

会
（
編

）
「
疫

学
　

基
礎

か
ら

学
ぶ

た
め

に
」
南

江
堂

，
能

登
洋

「
日

常
診

療
に

す
ぐ

に
使

え
る

臨
床

統
計

学
」
羊

土
社

な
ど

が
「
受

診
者

」

鈴
木

・
久

道
（
編

）
「
シ

ン
プ

ル
衛

生
公

衆
衛

生
学

2
0
0
6

」
南

江
堂

，
日

本
疫

学
会

（訳
）
「
疫

学
辞

典
　

第
３

版
」
日

本
公

衆
衛

生
協

会
，

フ
レ

ッ
チ

ャ
ー

R
H

，
フ

レ
ッ

チ
ャ

ー
S
W

，
ワ

グ
ナ

ー
E
H

，
福

井
次

矢
（監

訳
）
「
臨

床
疫

学
」
メ

デ
ィ

カ
ル

サ
イ

エ
ン

ス
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

な
ど

が
「
受

信
者

」

稲
葉

・
野

崎
（
編

）
「
新

簡
明

衛
生

公
衆

衛
生

　
改

訂
４

版
」南

山
堂

，
丹

後
俊

郎
「メ

タ
・
ア

ナ
リ

シ
ス

入
門

」朝
倉

書
店

な
ど

は
，

「
R

O
C

曲
線

」
だ

け

ペ
ー
ジ
 6
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月
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日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

R
O
C

R
O
C

R
O
C

R
O
C
曲

線
と

は

１
つ

の
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

方
法

に
つ

い
て

陽
性

・
陰

性
の

基
準

値
を

最
小

値
か

ら
最

大
値

ま
で

段
階

的
に

変
え

る
と

，
偽

陽
性

率
（

=
1
-

特
異

度
）
も

感
度

も
0

か
ら

1
ま

で
変

わ
る

。

基
準

値
が

最
小

値
と

同
じ

な
ら

感
度

も
偽

陽
性

率
も

1
，

基
準

値
が

最
大

値
の

と
き

感
度

も
偽

陽
性

率
も

0

偽
陽

性
率

を
横

軸
に

，
感

度
を

縦
軸

に
と

っ
て

線
で

結
ぶ

と
，

基
準

値
の

変
化

に
対

応
す

る
曲

線
を

引
く
こ

と
が

で
き

る
。

こ
の

曲
線

が
で

き
る

だ
け

左
上

(0
,1

)
近

く
を

通
る

方
が

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
と

し
て

の
有

効
性

は
高

い
方

法
と

い
え

る
（
実

際
に

選
択

す
る

か
ど

う
か

に
は

費
用

な
ど

他
の

条
件

も
考

慮
）

曲
線

上
で

一
番

左
上

に
近

い
点

が
最

適
な

カ
ッ

ト
オ

フ
値

と
い

え
る

つ
ま

り
，

最
適

カ
ッ

ト
オ

フ
値

の
探

索
に

も
使

え
る

し
複

数
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
方

法
の

優
劣

の
判

定
に

も
使

え
る

R
O

C
曲

線
が

左
上

近
く
を

通
る

こ
と

と
A

U
C

（
A

re
a 

u
n
d
e
r 

c
u
rv

e
; 

曲
線

下
面

積
）
が

大
き

い
こ

と
は

同
値

ペ
ー
ジ
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年
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月
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日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

R
O
C

R
O
C

R
O
C

R
O
C
曲

線
を

E
x
c
e
l

E
x
c
e
l

E
x
c
e
l

E
x
c
e
l
で

描
く

例

う
つ

の
得

点
と

臨
床

診
断

（
架

空
の

も
の

）
対

象
者

得
点

臨
床

診
断

基
準

値
偽

陽
性

率
感

度
1

2
0

う
つ

1
0

1
1

5
2
2

う
つ

1
1

1
1

6
2
8

う
つ

1
2

0
.8
5
7
1
4

1

2
1
3

健
康

1
3

0
.8
5
7
1
4

1

3
1
9

健
康

1
4

0
.7
1
4
2
9

1

4
2
1

健
康

1
5

0
.7
1
4
2
9

1

7
1
1

健
康

1
6

0
.7
1
4
2
9

1

8
2
5

健
康

1
7

0
.5
7
1
4
3

1

9
1
6

健
康

1
8

0
.5
7
1
4
3

1

1
0

1
9

健
康

1
9

0
.5
7
1
4
3

1

2
0

0
.2
8
5
7
1

1

2
1

0
.2
8
5
7
1

0
.6
6
7

基
準

値
1
8
の

と
き

2
2

0
.1
4
2
8
6

0
.6
6
7

う
つ

健
康

2
3

0
.1
4
2
8
6

0
.3
3
3

陽
性

3
4

2
4

0
.1
4
2
8
6

0
.3
3
3

陰
性

0
3

2
5

0
.1
4
2
8
6

0
.3
3
3

感
度

1
2
6

0
0
.3
3
3

特
異

度
0
.4
2
9

2
7

0
0
.3
3
3

偽
陽

性
率

0
.5
7
1

2
8

0
0
.3
3
3

2
9

0
0

R
O

C
曲

線

0

0
.2

0
.4

0
.6

0
.81

0
0
.2

0
.4

0
.6

0
.8

偽
陽

性
率

（
1
-
特

異
度

）

感度

=
C
O
U
N
T
IF
($
B
$
3
:$
B
$
5
,"
>
=
1
8
")

=
1
-C
O
U
N
T
IF
($
B
$
6
:$
B
$
1
2
,"
<
1
0
")
/7
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2
0
0
7
年

4
月

1
6
日
：

公
衆

衛
生

学
第

２
回

　
中

澤

日
本

の
代

表
的

な
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

母
子

保
健

先
天

性
代

謝
異

常
：
ハ

イ
リ

ス
ク

グ
ル

ー
プ

の
検

出
で

あ
る

。
生

後
１

週
間

以
内

に
足

底
動

脈
か

ら
採

血
し

，
ろ

紙
に

吸
着

・
乾

燥
さ

せ
て

セ
ン

タ
ー

に
送

付
し

分
析

。
フ

ェ
ニ

ル
ケ

ト
ン

尿
症

，
楓

糖
尿

症
，

ホ
モ

シ
ス

チ
ン

尿
症

，
ガ

ラ
ク

ト
ー

ス
尿

症
，

先
天

性
副

腎
過

形
成

症
，

ク
レ

チ
ン

症
を

検
出

し
，

公
費

治
療

を
受

け
，

重
篤

な
疾

患
へ

の
進

展
を

防
い

で
い

る
。

神
経

芽
細

胞
腫

：
生

後
６

～
７

ヶ
月

児
，

尿
検

査
。

S
59

開
始

，
H

1
5

中
止

。

新
生

児
聴

覚
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

成
人

期
以

降

基
本

健
診

：
4
0

歳
以

上
，

循
環

器
疾

患
，

糖
尿

病
の

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ

胃
が

ん
検

診
（

X
線

，
ペ

プ
シ

ノ
ー

ゲ
ン

，
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

）
，

子
宮

が
ん

検
診

，
肺

が
ん

検
診

，
乳

が
ん

検
診

（
触

診
，

マ
ン

モ
グ

ラ
フ

ィ
）
，

大
腸

が
ん

検
診
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